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漬田 美和
はじめに
総合 日 本語 コ ー ス は， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の た め に ， 2004年 10 月 に新設 し た 日 本語 プ ロ グ
ラ ム で あ る 。 富 山大学の外国人留学生全体の 中 で， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 占 め る 割合 は低 い た
め ， 本 コ ー ス の 授業科 目 は い ずれ も 日 本語課外補講 上級 ク ラ ス と の 合 同 授業 と し て 開 講 し て い る 。
2005年 9 月 に ， 初 め て本 コ ー ス の 修 了 生 を 送 り 出 し 2007年 1 0 月 に 4 期 目 の 学生 を 迎 え た 。
以 下 ， 2007年度秋期 (2007年 1 0 月 "'2008年 3 月 ) 及び春期 (2008年 4 月 "-' 9 月 ) の 総合 日 本語 コ
ー ス の実施状況 に つ い て報告す る 。
2 受講学生
12007年度富山大学 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム 」 に参加 し た学 生 は 2 人 で， 2 人 と も
が総合 日 本語 コ ー ス を 受講 し た 。 2 人 の 出 身 国 はイ タ リ ア と 中 国で， い ずれ も 所属は人文学部で あ る 。
な お ， 2006年 1 0 月 よ り ， 本学 と の 学術交流協定 に基づ く 短期留学生 も 総合 日 本語 コ ー ス に参加可能 と
な っ たが， 短期留学生 の受講状況等 に つ い て は別 に 報告す る 。 ( 1短期留学生報告」 参照)
総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 は こ れ ま で各期 7 科 目 を提供 し て い た が， 2008年 4 月 に さ ら に 2 科 目
新設 し ， 2007年度 は秋期 に 7 科 目 ， 春期 に 9 科 目 を 提供 し た 。 総合 日 本語 コ ー ス の 授業科 目 は必修科
目 で はな い が， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の修了要件のーっ と し て， 学部や教養教
育の授業科 目 及び総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 の 中 か ら 各期 8 科 目 以上 の 履修が義務づけ ら れて い る 。
2007年度の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生の総合 日 本語 コ ー ス の受講状況 は， 1 人 は 9 科 目 (秋期 5 ，
春期 4 ) ， も う 1 人 は 8 科 目 (秋期 5 ， 春期 3 ) 受講 し た 。 来 日 し た ばか り の秋期 に 日 本語の科 目 を 多
く 取 り ， 大学生活 に慣れて き た春期 に は学部の専門科 目 を 多 く 受講す る 傾向 に あ る た め ， 全体的 に秋期
の ほ う が総合 日 本語 コ ー ス の受講科 目 数が多 く な っ て い る 。
3 担当者
秋期 は， 6 人 の謝金講師 、 (岩本阿 由 美， 遠藤祥子， 高 畠智美， 中河和子， 藤 田 佐和子， 松岡裕見子)
が授業 を担当 した。 春期 は， 1 人のセ ン タ ー専任教員 (漬由美和) ， 及び， 6 人の謝金講師 (遠藤祥子，
高 畠智美， 中河和子， 深川美帆， 藤 田佐和子， 松 岡裕見子) が授業 を 担 当 し た 。 ま た ， い ずれの期 も ，
セ ン タ ー専任教員 (漬 由 美和) が コ ーディ ネ ー ト を行 っ た。
4 スケジュール
秋期 は， 2007年10 月 1 2 日 (金) "-'2008年 2 月 13 日 (水) を 授業期間 と し た。 1 2 月 25 日 (火) "-' 1 
月 4 日 (金) は冬季休業， 1 月 18 日 (金) は大学入試セ ン タ ー試験準備 日 の た め ， 休講 と し た。 ま た ，
曜 日 調整 の た め ， 1 月 29 日 (火) は金曜 日 の授業， 2 月 13 日 (水) は 月 曜 日 の授業 を行 っ た。
春期は， 2008年 4 月 1 1 日 (金) "-' 7 月 30 日 (水) を授業期間 と した。 曜 日 調整のため， 5 月 2 日 è (金)
は火曜 日 ， 7 月 23 日 (水) は 月 曜 日 の授業 を行 っ た。
学期 ご と に ， コ ーデ ィ ネ ー タ ー がオ リ エ ン テー シ ョ ン を行 っ た。 オ リ エ ン テー シ ョ ン の 実施 日 は， 秋
期 は2007年 10 月 10 日 (水) ， 春期 は2008年 4 月 8 日 (火) で あ る 。 オ リ エ ン テー シ ョ ン で は， 学生 に
各授業科 目 の 目 的， 理解達成 目 標， 授業計画等 を 掲載 し た授業概要 の冊子 (授業概要は留学生セ ン タ ー
ホ ー ム ペ ー ジ上 に も 掲載) を 渡 し ， コ ー ス の 内容， 各授業科 目 の詳細 に つ いて説明 を 行 っ た。 春期 の オ
ウtにU
リ エ ン テー シ ョ ンでは， 履修の 際 の 参考 と な る よ う ， 秋期 の 学業成績通知書 を 学生 に渡 し て い る 。 履修
登録 は， 授業開始後 1 週間以 内 に行 い ， 履修登録 を 行 っ た授業科 目 に つ い て学期終了 時 に 成績 を 出す シ
ス テム と し て い る 。
5 授業 内 容
総合 日 本語 コ ー ス は， 上級 レベルの 日 本語課外補講 の 授業 と 合 同 で授業 を 行 っ て い る が， 日 本語課外
補講 は成績評価が必要な い た め ， 授業科 目 に よ っ て は必要に応 じ ， 総合 日 本語 コ ー ス の受講者だ け に 別
課題や試験 を課すな ど の方法 を 取 っ て い る 。
表 1 秋期 (2007年10月 �2008年 3 月 ) 総合 百 本語 コ ー ス授業概要
読解 I
( 火曜 4 限)
藤 田 | 日本人 向 けに 書かれ た文 章の 読解を通して， 大学での 学 習 や研究に 必要と さ れ
る実践的な 日本 語読解能 力を身につける。 主教材として 『生 きた素材で学 ぶ 中
級か ら 上級への 日本 語� ( The Japan Times) の 奇数ユニッ トを使用する他，
適宜テーマに 合った生 教材も取 り 入れ ， 中 上級の 表現， 文 法， 語桑を習得する。
読解II
( 水曜 3 限)
遠藤 | 日本での 学 生 生 活で 出 会う様 々なテキスト タイプの 読み 物を扱い， それぞれの
タ イプの 読み 物の 特徴と なる基本 的な構造， 文 体等を把握し， それ に 慣れ る手
だてを見つ ける。 特に 留 学 生 にと って必要な 専 門書， 論 文 ， 教養書を読み 解く
技能を多面的に 養うとともに， ブック レポートの 際の 基本 的技術をマスターする。
作文
( 火曜2 限)
松岡 | 論理的な文 章を書く ために 必要な構成， 表現， 文 法の 基本を学 び， 学 習した項
目を用 いてまと まった文章を書く ことで， レ ポート や 論文を書く 力をつ ける。
文 章を書く 練習は， 主にコン ビュータを使って行い， ワープロ文 書での レ ポー
ト 作成方法も 同時に 学 ぶ。
聴解
( 月 曜2 限)
深川 | 大学で講 義を聞いた り ， 演習や研究会に 参加した り する際に 必要な 聴解 力 や，
日 常生 活に 必要な聴解力を身につ けるために ， 様 々な種類の 聴解練習を行う。
日本 語の 聴解教材とあわ せて， テ レ ビやラジオ， インターネッ トな ど， 様 々な
メ ディアを用いた練習を行う。
会話
( 火曜 3 限)
松岡 | ロールプ レイ 等での 会話練習を通して， 大学 生 活や 日 常生 活で 出 会う場面や状
況での 会話力を伸 ばす。 また， 人 や物， ことが らな ど 様 々な題材について， 日
本 語で的確に 説明する力を養う。
漢字
(木曜 3 限)
高 畠 | 日 常生 活や大学の講 義で用い ら れ ている漢字の 意 味を理解し， 正しく 読み ， 使
う力を身につける。 学 生一人一人の レベルに 応 じたテキスト( WINTERMEDIATE 
KANJI BOOK� V 01. 1 ， Vo1. 2 ( 凡人 社) 等) を用い， 大学での 学 習， 研究生
活 に 必要な漢字を習得する。
日 本文 化
( 水曜 4 限)
中 何 | 留 学 生として 日本 社会を分析する試み( 情報の 読みと り ， 整理な ど) をW番組，
新 聞・ 雑誌記 事， 自 治体広報な どの 様 々な メ ディアを用 いてする。 日本 社会を
読 む解く ための 身の 回 りのリソースを活用する 手 だてを与 え， そこ か ら 得たも
のを 日本 語で発信する力を養成する。
* 2 限1O :30�12:00， 3 限13:00�14:30， 4 限14:45�16:15
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表 2 春期 (2008年 4 月 - 9 月 ) 総合 日 本語コ ー ス授業概要
読解 I
( 火曜 4 限)
藤 田 ! 日本人 向 け に 書かれ た文 章の 読解を通して， 大学での 学 習 や研究 に 必 要と さ れ
る実践的 な 日本 語読解能 力を 身 につ ける。 主教材として 『生きた素材で学 ぶ 中
級か ら 上級への 日本 語� ( The Japan Times) の 偶数ユニッ トを使用する他，
適宜テーマ に合った生 教材も取 り 入れ ， 中 上級の 表現， 文 法， 語棄を習得する。
読解II
( 水曜 3 限)
遠藤 | 日本での 学 生 生 活で 出 会う様 々 なテキスト タ イプの 読み 物を扱い， それぞれの
タイプの 読み 物の 特徴と なる基本 的 な構造， 文 体等を把握し， それ に 慣れ る手
だてを見つ ける。 特 に 留 学 生 にと って必 要 な 専 門書， 論 文 ， 教養書を読み 解く
技能を多面的 に養うとともに， ブック レポートの 際の 基本 的技術をマスターする。
作文
( 火曜2 限)
松岡 | 論 理 的 な 文 章を書く ため に 必 要な構成， 表現， 文 法の 基本を学 び， 学 習した項
目を用 いてまと まった文章を書く ことで， レ ポート や論文を書く 力をつ ける。
文 章を書く 練習は， 主 にコン ビュータを使って行い， ワープロ文 書での レ ポー
ト 作成方法も 同時 に 学 ぶ。
聴解
( 金曜 1 限)
深J I I I 大学で講 義を 聞いた り ， 演習や研究会 に参加した り する 際 に 必要な聴解 力 や，
日 常生 活 に必要な聴解 力を 身 につ けるため に， 様 々 な種類の 聴解練習を行う。
日本 語の 聴解教材とあわせて， テ レ ビやラジオ， インターネッ ト な ど， 様 々 な
メ ディアを用いた練習を行う。
会話
( 火曜 3 限)
松岡 | ロールプ レイ等での 会話練習を通して， 大学 生 活や 日 常生 活で 出 会う場面や状
況での 会話力を伸 ばす。 また， 人 や物， ことが ら な ど様 々 な題材 について， 日
本 語で的確 に 説明 する力を養う。
漢字
(木曜 3 限)
高 畠 | 日 常生 活や大学の講 義で用 い ら れ ている漢字の 意味を理解し， 正しく 読み ， 使
う力を身につける。 学 生一人一人の レベルに応 じたテキスト( WINTERMEDIA1E 
KANJI BOOK� V 01. 1 ， V 01. 2 ( 凡人 社) 等) を用い， 大学での 学 習， 研究生
活 に必要な漢字を習得する。
日本 文 化
( 水曜 4 限)
中 河 | 留学 生として 日本 社会を分析する試み( 情報の 読みと り ， 整理な ど) をTV番組，
新 聞・ 雑誌記 事， 自 治体広報 な どの 様 々 な メ ディアを用 いてする。 日本 社会を
読 む解く ための 身の 回 りのリソースを活用 する手 だてを与え， そこ か ら 得たも
のを 日本 語で発信する力を養成する。
文 法
( 水曜 1 限)
遠藤 | 大学での 学 習， 研究生 活 に 必 要 な 上 級 レベルの 文 法・ 表現( 時 を 表す表現， 接
続表現， 文 末表現な ど) を， 実践的 な演習を通して， 習 得する。 日本 語能 力 試
験 1 級受験対策もあわせて行う。
表現技術
( 月 曜2 限)
潰 田 | 目 上の人 や初 対面の人と や りと り する， あるいは， 不特定多数の人 に 対して情
報発信する際に必要と なる， フ ォーマルな場で用い られ る 日本 語の 表現， 日 常的・
実用 的な文 章の 書き方， 日本 語での 口 頭発表のスキル を習得する。
* 1 限 8 :45�10:15， 2 限10:30�12:00， 3 限13:00�14:30， 4 限14:45�16:15
な お ， 学生 に よ る 授業評価 ア ン ケー ト は， 日 本語課外補講上級 ク ラ ス と ま と め て実施 し た 。 授業評価
ア ン ケー ト の結果 に つ い て は， 日 本語課外補講報告の 7 授業評価 を参照 い た だ き た い 。
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6 成績評価
成績評価 の方法 に つ い て は， 成績評価の基準 を授業概要 に 明記する と と も に ， オ リ エ ン テー シ ョ ン で
も 説明 し て い る 。 こ の 基準 を も と に 授業担 当 者が， 優 (80点'"'-' 100点) ， 良 (70点'"'-'79点) ， 可 (60
点'"'-'69点) ， 不可 (59点以下) で判定 を 行 う が， 総合 日 本語 コ ー ス の授業科 目 に つ い て は単位が 出 な
い こ と に な っ て い る 。 学生への成績の通知 は， 9 月 の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 プ ロ グ ラ ム の修了時
に ， 成績 を 記 し た履修証明書の発行 を 留学生セ ン タ ー長 名 で行 っ て い る 。
7 学生か ら の 評価
前述 の通 り ， 各授業科 目 に 関す る 授業評価 ア ン ケ ー ト は 日 本語課外補講 と ま と め て実施 し ， こ れ以外
に ， 総合 日 本語 コ ー ス 全体 に つ い て はイ ン タ ビ、 ュ ー調査 (実施 日 : 2008年7 月 28 日 (月 ) '"'-'29 日 (火) ， 調
査対象 : 2007年度 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 ( 2 人) ) を行 っ た 。 こ の結果 を 表 3 に示す。
表 3 総合 日 本語 コ ー ス ( 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生) イ ンタ ヒ、ユ ー調査結果
1 . 総合 日本 語コース :
科 目 について
2 . 総合 日本 語コース :
レベルについて
3 . 自 身の 日本 語力に
ついて
4 . 富山での 留 学 生 活に
ついて
- ち ょ うどよかった。 上級 レ ベルの 日本 語 力を伸 ばすの に ， 専 門の授業の 基礎
知 識の ために 役立つと 思う。 また 母国の大学では プ レゼンテーションをし
たこと がなかったので， 発表の 方法を教えても らって， 良か っ たと 思う0
・ 全体的に 良かった。 科 目 数は ち ょ うどよかったが， 会話や文 法については個
人 的な指導が ほしかった。
- 来たばか りの 時は ち ょ っと 難しく て聞き取れないと こ ろもあったが， 半年後
は慣れ てきた。
- ち ょ うどよかった。
- も ち ろ ん伸 びたと 思う。 一番伸 びたのは会話で， 自 分が言いたいことを ち ゃ
んと 表せるようになったと 思う。 日 常生 活でい ろ い ろな人と 出 会って， 自 国
にない経験ができて， す ごく 自 分の 能力を伸 ばすこと に 役立つと 思う。 また，
1 級の 試験のために ， い ろ い ろ本を読 んでたく さ ん単語を覚 えたことも， 日
本 語力を伸 ばすこと につながったと 思う。
- 毎 日 話した り 読 ん だ りしたので， 伸 びたと 思うけ ど， 自 分の 目 標にはまだ達
していない。 特に ， 聞いた り 話した り する力が伸びたと 思う。
- 富山大学 に 留学できて良かったと 思う。 今まで体験してなかったことを体験，
たと え ば， ネッ トで調べて旅行したこと( 国では家族と 一緒で， 自 分でする
ことはな かった) ， 鱒寿し作 り ， ホー ムステイな どをして， 日本人と 一緒 に
話した り ， 遊 ん だ り ， す ごく 楽しい毎 日を過 ごした。 でも， 最初は友達を作
ることは難しそうだとも感 じた。 毎 日チューターが メ ールな どでい ろ い ろ 生
活や勉強を助 けてく れ たのは義務 じ ゃないかと 思っていた。 でも， 半年後は，
い ろ い ろな活動に 参加して， 友達になるのは難しくないと 思っ.た。 富山の い
ろ い ろな人 ， ホー ムステイ先の お ばあち ゃ んや 留 学 生 センターの 事務の人は
と てもや さしかった。 来た ばか りの 頃は， や り たいこと が 日本 語で表せな か
ったことが 多かった け ど， 先生 や事務の人 に 助 けても らった。
雪が降ったのにはびっく りした。 雪が降ることは知っていた け ど， こ こ まで
降るとは思わな かった。 会館が大学 か ら 遠いので， 夏も ち ょ っと 辛い。 交通
がもっと 発展した らいいなと 思う。 自 由に い ろいろな所 へ安く 行きたい。 でも，
富山の人はあったかく ， 学 生 や先生もあったかいと J思った。
ま ず， コ ー ス の 日 本語の科 目 数や レベル に つ い て は， 2 人 と も 適 当 だ、 っ た と 答 え て い る が， 1 人 は個
人的な指導 も 受 けたか っ た と い う 希望 を 述べて い る 。 次 に ， 自 分 自 身 の 日 本語力 の伸びに つ い て は， 話
す ・ 聞 く 力 を 中 心 に 日 本語力 の伸びを実感 し て い る こ と がわ か る 。 最後 に ， 富 山 で の 留学生活 に つ い て
- 60-
は， 交通 の不便 さ を感 じ る と い う 意見 も あ る が， 2 人 と も 学内外の 人 々 と の交流 に非 常 に 満足 し て い る
様子が窺 え た 。
8 おわ り に
2007年度 は ， 春期 に 「文法J と 「表現技術j を新設 し ， 総合 日 本語 コ ー ス の授業内容 を さ ら に 充実
す る こ と がで き た 。 こ れは， 総合 日 本語 コ ー ス が， 単独 の コ ー ス と し て で はな く ， 日 本語課外補講上級
ク ラ ス と し て も 開講 さ れて い る こ と に よ り 可能 と な っ た も の で あ る 。 総合 日 本語 コ ー ス の主た る 対象で
あ る 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の数は， 本学では決 し て多 い と は言えず， 専用 の授業の設置 は難 し い
状況 に あ る が， こ れ に よ り ， 本学の 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 は， 他学部の大学院生や研究生 と し て
在籍す る 留学生 と も 交流す る 機会 も 多 く ， 授業中 も お互 い に 良 い刺激 を 与 え合 っ て い る よ う に見受 け ら
れ る 。 た だ ， 2007年度 の学生か ら は， 個 人 的 な指導 も 受 けた か っ た と い う 意見 も あ り ， 日 本語 ・ 日 本
文化研修留学生 と し て ， よ り 日 本語 の 力 を 高 め た い と い う 思 い も あ っ た よ う で あ る 。 こ のよ う な学生 に
対応す る た め の方法 を今後検討 し て い く 必要があ る 。
ま た ， 日 本語 ・ 日 本文化研修留学生 の 数 を 増やすの は な か な か難 し い が， 本学の総合 日 本語 コ ー ス の
教育内容 を 海外 に 向 けて積極的 に P R し て い く こ と に よ っ て ， 富山大学 に 関心 を 持つ学生が出て く る 可
能性 も あ る 。 総合 日 本語 コ ー ス の P R も 今後の課題 と し て挙げ ら れ る が， こ れ に つ い て は既 に 授業 シ ラ
パス の 多言語化 ( 日 本語 ， 英語， 中 国語) を 2008年度末 に 行 い ， 2009年4月 よ り 留学生セ ン タ ー ホ ー
ム ペー ジで公開 し て い る 。
tai po 
